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Autonomy Zonal Forum
4 seated regions / 1 unseated region
2,321 meetings

North East Zonal Forum
12 seated regions / 0 unseated regions
4,491 meetings

Midwest Zonal Forum
9 seated regions / 0 unseated regions
3,428 meetings

Plains States Zonal Forum
6 seated regions / 0 unseated regions
1,342 meetings

Southeastern Zonal Forum
6 seated regions / 0 unseated regions
4,378 meetings

Rocky Mountain Zonal Forum
6 seated regions / 0 unseated regions
922 meetings

Southern Zonal Forum
8 seated regions / 2 unseated regions
3,647 meetings

Afri-can Zonal Forum
1 seated region / 13 unseated regions
483 meetings

Asia Paci!c Forum
9 seated regions / 20 unseated regions
26,387 meetings

Brazilian Zonal Forum
5 seated regions / 4 unseated regions
4,626 meetings

Canadian Assembly
5 seated regions / 0 unseated regions
1,369 meetings

Latin American Zonal Forum
20 seated regions / 9 unseated regions
9,149 meetings

Russian-speaking Zonal Forum
1 seated region / 7 unseated regions
2,726 meetings

European Delegates Meeting
18 seated regions / 13  unseated regions
7,301 meetings

No zone attended

Western States Zonal Forum
13 seated regions / 0 unseated regions
6,180 meetings

ZONES
OF

Locations and Number of Regions/Communities
(Draft: based upon information provided by zones in spring 2020)

Note: The stripes indicate regions that participate in the LAZF and either the BZF or the EDM. Meeting numbers include all the regions that participate in each zone. 

オレンジの部分がAPF！
加盟国は30カ国

APFコミュニティ 
アジア太平洋フォーラムは、アジア太平洋ゾーンのNAコミュニティで構成されていま

す。 APFは、次のNAコミュニティにサービスを提供し、責任を負います。 

アフガニスタン　アオテアロアニュージーランド　オーストラリア 

バングラデシュ　バーレーン　ブータン　カンボジア　中国　グアム 

ハワイ　香港　インド　インドネシア　イラン　日本　クウェート 

マレーシア　モルディブ　ネパール　NERF　オマーン　パキスタン北部 

パキスタン南部　フィリピン　サウジアラビア　シンガポール　韓国 

タイ　アラブ首長国連邦　ベトナム 

今回の参加地域　（13地域） 

・アオテロアニュージーランド・アフガニスタン・オーストラリア・バングラデッ

シュ・ブータン・グアム・インドネシア・イラン・ネパール・NERF・タイ・インド

日本

https://ja.apfna.org/afghanistan
http://www.nzna.org/
https://www.na.org.au/
http://www.bdrscna.org/
https://ja.apfna.org/bahrain
https://ja.apfna.org/bhutan
https://ja.apfna.org/cambodia
http://www.nachina.com/
https://ja.apfna.org/guam
http://www.na-hawaii.org/
https://www.nahongkong.org/
http://www.naindia.in/
http://www.na-indonesia.org/
http://www.na-iran.org/
https://ja.apfna.org/japan
http://www.nakuwait.org/
http://www.namalaysia.my/
mailto:namalegroup@gmail.com
https://ja.apfna.org/nepal
https://ja.apfna.org/nerf
https://ja.apfna.org/oman
https://ja.apfna.org/pakistan-north
https://ja.apfna.org/pakistan-south
http://www.napilipinas.org/
http://www.saudina.org/
http://www.nasingapore.org/
http://nakorea.org/
http://www.na-thailand.org/
http://www.nauae.org/
https://ja.apfna.org/vietnam-old




APF会議2023の主なハイライト 

-コンセンサスに基づく意思決定プロセスが採用された� 

- APF 2023の議事録が承認された 

- 戦略的プランニングのためのワークグループを結成し、アクションプランを策定した 

- 地域からの課題・チャレンジが共有された 

- APF2024の会議開催地の候補が決まった�（フィリピン→インドネシア→タイの順で検討） 

- フェローシップデベロップメントワークショップ 

- PRワークショップ 

- 議決権の過半数、ビジョンステートメント、APFトラステッド・サーバントの存在、レッドカードの有効性などを変更するガイドラインを承認した。 

- パフォーマンスレポートが承認されました 

- 2022年AGMの議事録が承認されました 

- 議長報告が承認されました 

- 会計報告が承認されました 

- 監査役の任期を1年延長することが承認されました。 

- PR・マーチャンダイズ・ニュースレターコーディネーターの選挙が行われた（全員承認） 

- 情報交換するためのWhatsappグループ（グループチャット）を作成することが承認された。 

-（2023/24）の予算が承認され、NAWSへの拠出金、FDの予算増額が承認された。 



合意形成に基づく意思決定 CBDMCONSENSUS BASED DECISION MAKING – なぜコンセンサスなのか？ 

APFは、ディスカッションベースのフォーラムであることに努め、NAの12

のコンセプトのいくつかに沿って、コンセンサスは、対等なグループが共に

意思決定するための方法であることに努めます。 

このプロセスは、各人が真実の一部を持っているが、一人がすべての真実を

持っているわけではない、という基本的な信念に基づいている。 

私たちは、一つの問題について、単一の多数決ではなく、すべての参加者が

納得する形で、共に解決策に到達するまで議論するよう努めます。 

コンセンサスは、静かな少数派の意見にも耳を傾けながら、共に意思決定に

至るよう努めます。 
概念6は、「グループの良心は、私たちの意思決定に影響を与えるために、

愛に満ちた神を招き入れるスピリチュアルな手段である」と述べています。

ハイヤーパワーをサービスに呼び込む方法は人それぞれですが、全員がその

プロセスに参加することで、より良い決断を下すことができるのです。 

概念7は、「サービス機関のすべてのメンバーは、その機関の決定に対して実

質的な責任を負い、その意思決定プロセスに完全に参加することが許される

べきである」と述べています。コンセンサスは、すべてのAPF参加者が対等

に見られることから始まります。私たちは皆、独自の経験や専門知識を持っ

ていますが、どのメンバーも他の誰よりも優れているわけではありません。

私たちは、各自がもたらすさまざまな視点、意見、経験、知識に耳を傾ける

ことが、自分自身と互いに対する義務なのです。APF の最も優れた特質の 

1 つは、その広大な多様性です。コンセンサスは、その多様性を尊重し、す

べての参加者が、組織として意思決定を行う際に、平等にテーブルにつける

ようにすることを目的としています。 概念9は、「私たちのサービス構造のすべての要素は、意思決定プロセスに

おいて、あらゆる視点を慎重に考慮する責任がある」と述べています。上記

のように、私たちは意思決定に至るまでに、多様なサービス機関のあらゆる

APFは会議のやり方を大きく変えました。

New Business（新しい議題） が無くなり

まず issue discussion（問題の議論）をします。

そこからproposal（提案）を作成していく。

議論をする際にCBDMを使います。



提案＃6 

女性のFD予算 

女性FDコーディネーターによる提案 

提案書：女性フェローシップ開発を目的とした2022年の財政サ
イクルで7500ドルを承認する。 

目的：コミュニティの要求を満たすために、女性のFDワークグ
ループにリソースを提供すること。 

説明責任のポイント：女性のFDコーディネーター 

経済的影響：7,500米ドル 

結果：コンセンサス

2022年の議題から抜粋
（今までのやりかた）
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各地域のコミュニティレポートから問題を抽出 

↓ 

#1 サービスの魅力を伝えるには？ 

#2 女性がミーティングに参加していない！ 

#3 献金の問題 

#4 一体性の問題 

#5 政府の理解がない 

↓ 
ディスカッション



CONSENSUS BASED DECISION MAKING – 3 CARD SYSTEM（APF）
Green Card 
• 提案された解決策を、あらゆることを考慮した上で支持することを示す。 
• 提案のすべての側面に同意することはできませんが、議論を聞き、議論に参加する機会があり、解決策を支持する用意があることに同意する。 
• いかなる提案も、前進させるためには少なくとも本体の過半数を必要とする 

Yellow Card 
• 脇に立つか、予約に同意します。（Standing aside or agreement with reservations.） 
• 「これは失敗かもしれない、でも我慢できる 」「私個人はできないが、他の人がやるのは止めない」と思っている。 
• イエローカードの割合が多いということは、ボディが前に進もうとする「意志がない」ことを示しています。 
• イエローカードの反対意見は、議事録に記載することができます。 

Red Card 
• ブロックを示す。”私はこれを支持できないし、グループがこれを支持することを許可できない、それは我々の原理に反している" 
• ブロックは、伝統や 概念のいずれかが提案によって直接的に侵害されると正直に信じる場合、または何らかの基本的な道徳的立場が侵害される場合にのみ取られる、稀で極端な反対意見
の形態です。 

• ブロックする参加者は、NAの基本である伝統や概念、ガイドラインやポリシー、スピリチュアルな原理のどれが、どのように侵害されているのかを明確に説明できなければならない。 
• ブロックは個人的な好みではなく、一般に認められた原理に基づかなければなりません。 
• 懸念が「有効な」ブロックである前に、グループは懸念の正当性を受け入れ、それを解決するための合理的な試みがなされなければならない。 
• 「コンセンサス」と「概念」は、自分たちの意見を聞いてもらうこと、議論に参加することであり、自分たちのやり方を通すことではありません。私たちの懸念事項を聞いてもらうこと
と、組織で合意してもらうことは、必ずしも同じことではありません。 

イエローカード、レッドカードを実施する前に考慮すべきポイント 

• 他の人が指摘したことを、自分は受け流すことができるのか？ 
• 私の考えを他の人が理解してくれると信じている。 
• 他人の立場を理解していると思う 
• この決定を好むと好まざるとにかかわらず、私はこれを支持します（そしてこれを弱めることはしません）。なぜなら、この決定はオープンで公正なものであり、この委員会が現時点で到
達しうる最良の解決策だからです。 

• ストロー・ポールは、各組織がどのような状態にあるかを評価するための情報である。投票ではありません。ストローポールは、議論の方向性を示すために用いるのが最適です。 
• 提案の阻止は最後の手段であり、稀で極端な場合にのみ行われます。



2024はフィリピン？


